
（１－１－Ⅳ）

実 績 評 価 書

平成１４年９月

政策体系 番 号

基本目標 １ 安心・信頼してかかれる医療の確保と国民の健康づくりを推

進すること

施策目標 １ 地域において適切かつ効率的に医療を提供できる体制を整備

すること

Ⅳ 医療の質を向上させるために医療法に基づく基準を遵守させ

ること

担当部局・課 主管課 医薬局監視指導・麻薬対策課

関係課

１．施策目標に関する実績の状況

実績目標１ 特定機能病院等への立入検査を徹底すること

（実績目標を達成するための手段の概要）

全国の病院に対し医療法に基づく立入検査を原則年１回実施している。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

立入検査数 （件） 8,804 8,685 8,701 8,599 －

(全病院に対する立入検査の実施率(％ ) (93.8) (93.0) (92.4) (92.6) －）

遵守率 （％） 96.2 96.5 96.8 96.8 －

（備 考）

、 。医療法に基づく立入検査は自治事務となっており 各自治体において実施している

なお、特定機能病院に対しては、厚生労働省も立入検査が実施できることから、各

地方厚生局において立入検査を実施している （地方厚生局における特定機能病院へ。

。 。）の立入検査の実施率は１００％である また平成１３年度については集計中である

２．評 価

(1) 実績目標の達成状況の評価

実績目標１ 特定機能病院等への立入検査を徹底すること

有効性

医療法に基づく立入検査を実施することにより、各病院における法令の遵守率が高

まっている。また、各地方厚生局が実施する特定機能病院への立入検査の実施率は１

００％であり、安全管理のための体制の確保についての指導が徹底されている。

効率性

特定機能病院に対する立入検査については、各自治体及び厚生労働省が実施できる



ことから合同での立入検査を実施しており、手段としては効率的である。

(2) 施策目標の達成状況と総合的な評価

現状分析

医療法に基づく立入検査は自治事務となっており、各都道府県等が実施している。

なお、特定機能病院に対しては厚生労働省も立入検査ができることから、各自治体

と合同での立入検査を実施している。

施策手段の適正性の評価

各都道府県は、医療法第２６条に規定されている医療監視員を発令し、当該医療監

視員が医療法第２５条の規定に基づく立入検査を実施することにより、法令の遵守率

は高まっており、施策手段としては適正である。

総合的な評価

各都道府県が実施する立入検査により、医師数等の法令の遵守率が高まっており、

立入検査の効果が出ている。

また、特定機能病院に対して義務化されている安全管理のための体制の確保につい

ては、各地方厚生局による立入検査も同時に行われ、これにより、特定機能病院にお

ける安全管理のための体制の確保について一層の取組がなされている。

３．政策への反映方針

引き続き現行の施策を進めていくことが有効であると考える。

４．特記事項

①学識経験を有する者の知見の活用に関する事項

特になし

②各種政府決定との関係及び遵守状況

（ 地方分権推進計画 「国の行政組織等の減量、効率化等に関する基本計画 「第10「 」 」

次定員削減計画 「行政改革大綱」等）」

特になし

③総務省による行政評価・監視等の状況

特になし

④国会による決議等の状況（警告決議、付帯決議等）

特になし

⑤会計検査院による指摘



特になし


